
＜感染状況について＞
・ 全国の新規感染者数（報告日別）は、直近の１週間では10万人あたり約42と、この３週間で約63％減少している。新規感染者は
50代以下が中心。

・ 新規感染者数の減少に伴い、療養者数は減少傾向。重症者数も減少に転じているが、過去最大の規模が継続している。一方、
死亡者数は増加傾向が続いている。改善傾向はみられるものの、多くの地域で公衆衛生体制・医療提供体制の厳しい局面が
継続している。

実効再生産数：全国的には、直近（8/30時点）で0.71と１を下回る水準が続き、首都圏では0.68、関西圏では0.79となっている。

＜感染状況の分析【地域の動向等】＞ ※新規感染者数の数値は、報告日ベースの直近１週間合計の対人口10万人の値。

首都圏
（1都3県）

東京では、新規感染者数は減少が続いているが、依然として約57と高い水準となっている。入院者数は20代以上では減少に転じている
ものの、10代では横ばい。人工呼吸器又は人工心肺を使用している重症者は、50-60代が中心だが、全体的には減少傾向となった。入
院者数も減少の動きとなり、自宅療養者・療養等調整中数も減少が続いている。一方で、救急医療の受け入れなど一般医療の制限は
継続している。埼玉、千葉、神奈川でも、新規感染者数は減少に転じているが、それぞれ、約52、46、51で依然として高い水準。病床、重
症病床の使用率は減少に転じている。東京、埼玉、千葉では、夜間滞留人口が足下で微増。

沖縄 新規感染者数は約128と全国で最も高い水準だが、今週先週比が0.63で、減少が続く一方、未成年の割合が上昇。重症者数も減少に転
じ、重症病床使用率も約６割まで減少した。しかし、入院率は約10％と低い水準となっており、自宅療養者・療養等調整中数は10万人あ
たり約252と高い水準を継続。

関西圏 大阪では、新規感染者数は減少が続いているが、約88と高い水準となっている。入院者数は増加が継続。滋賀、京都、兵庫でも、新規
感染者数は減少が続き、それぞれ、約24、48、57。いずれも、入院者数が減少に転じている。その他、奈良、和歌山では新規感染者数
は減少が続き、それぞれ、約38、14。

中京・
東海

愛知では、新規感染者数の減少に転じているが、約77と高い水準となっている。岐阜、静岡、三重では減少が続き、それぞれ、約33、26、
30。いずれも、重症病床使用率は５割を切る水準。三重では、夜間滞留人口が足下で微増。

北海道 新規感染者数は今週先週比が0.55で、減少が続き、約15（札幌市約23）。入院者数も減少が続き、重症病床使用率は２割を切る水準が
継続。夜間滞留人口は、増加に転じており、新規感染者数の動向に注視が必要。

九州 福岡では、新規感染者数は減少が続き、約42。入院者数は減少に転じている。重症病床使用率は２割を切る水準が継続。その他九州
各県では新規感染者数の減少が続いている。

その他の
地域

○緊急事態措置対象地域：茨城、栃木、群馬、広島では、新規感染者数は減少が続き、それぞれ約33、28、19、26。群馬では、病床使
用率が減少に転じ、５割を切る水準。栃木では、夜間滞留人口が増加に転じており、新規感染者数の動向に注視が必要。

○重点措置対象地域：宮城、福島、石川、岡山、香川では、新規感染者数の減少が続き、それぞれ、約17、12、16、20、8。
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＜今後の見通しと必要な対策＞
• 今回の流行拡大局面では、伝播力のより高いデルタ株への置き換わりが進むなかで、７月の４連休や夏休みに向けて、20代か
ら50代のワクチン接種が途上の世代の行動が活発となり、普段会わない人との接触機会が増えたと考えられる。また、この時
期は暑さにより、屋内での活動が増えた可能性もある。

• 一方、その後の減少局面においては、連休や夏休みの影響の減少、長雨の影響等により外出が減少した可能性、感染者急増
や医療ひっ迫の情報・報道などがメディア効果を発揮し行動変容が起きた可能性、さらにワクチン接種が現役世代を含めて進
んできていることなどが考えられる。さらに、通常、流行の後半に見られる病院や高齢者施設のクラスターの発生がワクチン接
種により抑制され、高齢者層への流行の遷延が見られていない。

• これらを踏まえると、今後は、ワクチン接種が更に進むことによる効果が期待される一方、シルバーウィーク、大学等の学校再
開などにより、普段会わない人との接触機会が再び増えることで、感染者数がまだ十分低い水準に至らない段階において減少
が鈍化し、再度上昇につながる懸念もある。従って、必要な対策を継続してできるだけ感染者数を減少させ、リバウンドを予防
することが求められる。また、今後も感染リスクの高い場所において感染が循環・維持される可能性があるため、ハイリスクな場
を見極め、対策を強化することが必要になる。

• なお、地域の状況に応じ、対策の緩和を検討する際には、早期のリバウンドを避けるために、段階的な対応が必要。また、感染
の急拡大に伴い積極的疫学調査の対象を重点化していた地域における通常化に向けた取組なども必要。

★自分や家族の命を守るために必要な行動を

既にワクチンを接種した方も含め、自分や家族を守るためにも、外出はなるべく避けて、できるだけ家族やいつもの仲間だけ
で過ごしていただくことが必要。外出せざるを得ない場合も遠出や大勢で集まることを避け、混雑した場所や時間など感染リスク
が高い場面を避けること。引き続き、ワクチン接種を積極的に進めるとともに、少しでも体調が悪ければ検査・受診を行うこと。

★基本的な感染対策の徹底を
基本的感染防止策のほか、業種別ガイドラインの再徹底、職場での感染防止策の強化、従業員がワクチンを受けやすい環

境の提供、会議の原則オンライン化とテレワーク推進、有症状者は出社させず休ませることなどを徹底すること。自治体でもワ
クチン接種をより受けやすい環境整備と、接種にまだ至っていない方への情報提供を進めること。

★最大限に効率的な医療資源の活用を
地域の医療資源を最大限活用して、一般医療への影響を最小限に抑えつつ、コロナ医療に必要な医療を確保することが求

められる。さらに、今後も冬に向けて更に厳しい感染状況が生ずるという前提で、地域全体の医療提供体制の在り方の整理や
臨時の医療施設・入院待機施設の整備、自宅・宿泊療養の体制強化、医療人材確保の仕組みの構築などについて、早急に対
策を進める必要がある。 2
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直近の感染状況等（１）
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〇新規感染者数の動向 （対人口10万人（人）） 〇検査体制の動向（検査数、陽性者割合）

8/16～8/22 8/23～8/29 8/30～ 9/5

851,106件↑ 18.5% ↑ 863,786件↑ 17.8% ↓ 786,471件↓ 14.6% ↓

34,591件↑ 10.3% ↓ 38,933件↑ 8.0% ↓ 31,640件↓ 6.1% ↓

61,025件↑ 19.6% ↓ 59,421件↓ 17.8% ↓ 52,506件↓ 13.8% ↓

32,478件↑ 33.3% ↑ 32,187件↓ 30.5% ↓ 29,249件↓ 27.4% ↓

171,066件↑ 19.4% ↓ 126,648件↓ 20.9% ↑ 123,093件↓ 14.5% ↓

43,262件↑ 39.5% ↓ 44,062件↑ 38.3% ↓ 37,182件↓ 31.4% ↓

32,681件↑ 24.4% ↑ 42,422件↑ 28.9% ↑ 37,194件↓ 31.1% ↑

16,747件↑ 19.1% ↑ 19,223件↑ 18.9% ↓ 19,197件↓ 15.2% ↓

91,327件↑ 16.3% ↑ 94,680件↑ 18.4% ↑ 100,587件↑ 15.8% ↓

25,363件↑ 25.2% ↑ 28,698件↑ 23.5% ↓ 25,005件↓ 23.0% ↓

32,621件↑ 22.1% ↓ 33,197件↑ 20.4% ↓ 31,931件↓ 15.9% ↓

18,432件↑ 24.7% ↓ 15,890件↓ 28.0% ↑ 20,658件↑ 15.9% ↓

※ ↑は前週と比べ増加、↓は減少、→は同水準を意味する。

8/26～9/1 9/2～9/8 9/9～9/15

全国 112.97人（142,525人）↓ 75.31人（95,017人）↓ 41.58人（52,466人）↓

北海道 49.98人 （2,624人） ↓ 27.56人 （1,447人） ↓ 15.03人 （789人） ↓

埼玉 130.73人 （9,609人） ↓ 79.02人 （5,808人） ↓ 51.80人 （3,807人） ↓

千葉 146.35人 （9,160人） ↓ 103.90人 （6,503人） ↓ 45.79人 （2,866人） ↓

東京 169.42人 （23,585人） ↓ 102.61人（14,284人）↓ 56.92人 （7,924人） ↓

神奈川 165.42人 （15,215人） ↓ 101.00人 （9,290人） ↓ 50.73人 （4,666人） ↓

愛知 168.88人 （12,754人） ↑ 136.20人（10,286人）↓ 77.15人 （5,826人） ↓

京都 134.11人 （3,464人） ↓ 97.75人 （2,525人） ↓ 48.35人 （1,249人） ↓

大阪 200.14人 （17,630人） ↑ 153.98人（13,564人）↓ 88.11人 （7,762人） ↓

兵庫 118.94人 （6,501人） ↓ 93.36人 （5,103人） ↓ 57.04人 （3,118人） ↓

福岡 121.96人 （6,225人） ↓ 81.72人 （4,171人） ↓ 42.16人 （2,152人） ↓

沖縄 268.62人 （3,903人） ↓ 203.72人 （2,960人） ↓ 127.94人 （1,859人） ↓
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※ 「入院患者数の動向」は、厚生労働省「新型コロナウイルス感染症患者の療養状況、病床数等に関する調査」による。この調査では、記載日の０時時点で調査・公表している。
↑は前週と比べ増加、↓は減少、→は同水準を意味する。

〇入院患者数の動向

8/25 9/1 9/8

全国 23,908人(61.6%) ↑ 24,081人(61.1%) ↑ 22,335人(55.5%) ↓

北海道 872人(43.7%) ↑ 913人(45.8%) ↑ 737人(37.0%) ↓

埼玉 1,240人(68.6%) ↑ 1,286人(70.2%) ↑ 1,283人(69.3%) ↓

千葉 1,082人(77.7%) ↑ 1,027人(72.4%) ↓ 915人(62.1%) ↓

東京 4,112人(64.2%) ↑ 4,156人(64.9%) ↑ 3,954人(60.1%) ↓

神奈川 1,693人(77.2%) ↑ 1,686人(80.4%) ↓ 1,568人(69.6%) ↓

愛知 719人(45.8%) ↑ 895人(57.0%) ↑ 1,010人(64.3%) ↑

京都 435人(77.0%) ↑ 466人(75.9%) ↑ 480人(74.5%) ↑

大阪 2,128人(67.4%) ↑ 2,263人(70.9%) ↑ 2,303人(70.1%) ↑

兵庫 838人(67.7%) ↑ 877人(70.9%) ↑ 876人(70.8%) ↓

福岡 989人(67.7%) ↑ 934人(63.5%) ↓ 874人(59.3%) ↓

沖縄 715人(83.3%) ↑ 703人(83.0%) ↓ 687人(81.4%) ↓

〇重症者数の動向（入院者数（対受入確保病床数） （入院者数（対受入確保病床数）

8/25 9/1 9/8

2,820人(49.9%) ↑ 3,030人(53.3%) ↑ 3,030人(52.8%) →

16人(11.2%) ↓ 15人(10.5%) ↓ 26人(18.2%) ↑

164人(74.9%) ↑ 161人(68.5%) ↓ 143人(60.6%) ↓

114人(80.9%) → 115人(81.6%) ↑ 112人(72.7%) ↓

1,135人(94.0%) ↑ 1,169人(96.9%) ↑ 1,091人(90.4%) ↓

245人(82.8%) ↑ 253人(91.3%) ↑ 235人(81.0%) ↓

40人(23.5%) ↑ 62人(36.5%) ↑ 97人(57.1%) ↑

104人(71.7%) ↑ 97人(63.8%) ↓ 87人(57.2%) ↓

503人(41.0%) ↑ 550人(44.6%) ↑ 613人(49.6%) ↑

65人(45.8%) ↑ 73人(51.4%) ↑ 85人(59.9%) ↑

34人(16.7%) ↑ 40人(19.7%) ↑ 36人(17.7%) ↓

109人(86.5%) ↑ 116人(89.2%) ↑ 130人(88.4%) ↑


